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　土地の所有権や利用に関することは古今東西命がけのできごとでした。江戸
時代の西会津でも土地の境界線や利用について村同士の争いがありました。一
番有名なのは松尾村と縄沢村の山境の争議ですが、この大事件以後は複数の村
が共同で利用する「入会地」の争いが増えています。
　一般的に入会地とは、複数の村が共同利用する土地で、薪炭・用材・肥料用
の落ち葉などを採取した山林と、まぐさ（馬や牛のえさ）や屋根を葺

ふ

くカヤな
どを採取した原野・河原の草刈場の２つに大別されます。西会津の場合は薪炭・
まぐさ・肥料用の草などで、場所は山林です。以下、『西会津町史 第 4 巻（上）
近世資料』の中から入会地の争いについて年代順にいくつかを紹介します。

地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介
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文：田崎  敬修

江戸時代に起こった入
いりあ い ち

会地の争い

●寛文 11 年（1671）　萱本村・綱沢村入会山について証文交換
　萱本村は山薪が不自由だったため綱沢村（縄沢村、江戸時代初期までは綱沢村と表記）に頼み、２つの山で
薪を伐ることで両村は合意していましたが、萱本村の者が入会地でない所で薪を伐っていると騒ぎになりまし
た。両村は２つの山以外では絶対に薪伐りをしないことを決め、証文を交換し和解しました。
●享保 2年（1717）　小島・八重窪両村の刈敷入会山の騒動
　入会地の薪を伐る時期を巡って両村の言い分が食い違い、八重窪村の者が小島村の舟や鎌を奪ったりしたの
に対して、小島村もやり返す騒動がありました。
●享保 14 年（1729）　野沢本町村と縄沢村の入会山争い
　本町村は昔から縄沢村の２カ所の山を入会山として草・木・カヤなどを伐っていましたが、突然、縄沢村か
らそこは入会山でないので入ってはいけないと言われました。郷

ごうがしら

頭が仲裁に入り、１つの山は本町村のいうと
おりだが、もう１つの山は代替えの山にするようにとのことで落着しました。
●享保 14 年（1729）　上野尻村と下野尻村・白坂村の入会山争いと藩の裁定
　昔から上野尻村は下野尻村を通って白坂村の入会山に往来していましたが、下野尻村が今までの通路は耕作
地なので通ってほしくないと通行止めにしました。今度は上野尻村が道脇に積んでいた薪を白坂村が入会山と
違う所で伐

き

ったものだといって燃やしてしまいました。郡
こおり

役所の裁定は下野尻村と白坂村の言い分は認められ
ず両村役人は入

じゅろう

牢となりました。
　薪や草刈り場のことで村をあげて争うことなど今では考えられないことですが、当時は薪（燃料）や草（ま
ぐさや肥料）が豊かか否かはそのまま生活の豊かさに直結していたのでした。

▲入会地の争い
　　　    イラスト : 田崎敬修
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